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名古屋市
豊明市

東海市
大府市

知多市 東浦町

阿久比町

常滑市
半田市

武豊町

美浜町

南知多町
日間賀島

篠島

71.金照山大智院

70.　摩尼山地蔵寺
69　宝苑山慈光寺
68　龍王山寶蔵寺
67　松尾山三光院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
夏

で
す
ね
。
暑
い
日
が
増
え
ま
す
が
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る
か
わ
ら
版
、
今

月
は
六
十
七
番
か
ら
で
す
。

★
大
野
城

   

六
十
六
番
か
ら
七
十
一
番
は
名
鉄
常
滑

線
大
野
町
駅
周
辺
。

   

大
野
町
駅
の
ひ
と
つ
南
側
の
西
ノ
口
駅

の
東
、
少
し
高
台
に
な
っ
た
青
海
山
に
大

野
城
が
あ
り
ま
し
た
。

   

中
世
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
大
野

氏
、
一
色
氏
、
佐
治
氏
の
居
城
と
な
り
、

伊
勢
湾
を
見
下
ろ
す
海
運
拠
点
と
し
て
当

地
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

   

佐
治
氏
三
代
目
の
信
方
の
正
室
は
織
田

信
長
の
妹
・
お
犬
。
跡
継
ぎ
与
九
郎
の
正

室
は
、
信
長
の
妹
・
お
市
の
娘
、
お
江
。

   

や
が
て
信
長
の
弟
、
織
田
有
楽
斎
が
城

主
と
な
る
な
ど
、
大
野
城
は
重
要
な
戦
略

拠
点
で
し
た
が
、
有
楽
斎
が
北
方
に
大
草

城
を
建
て
た
た
め
に
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

★
三
尊
安
置

   

六
十
六
番
か
ら
西
に
約
一
・
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
六
十
七
番
は
松
尾
山
三
光
院
。

   

一
三
一
四
年
、
小
倉
山
蓮
台
寺
十
七
坊

の
一
院
と
し
て
創
建
。
大
野
城
の
鬼
門
護

持
の
た
め
の
阿
弥
陀
如
来
、
聖
観
音
、
不

動
明
王
の
三
尊
安
置
に
由
来
し
て
三
光
院

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   

一
色
氏
、
佐
治
氏
の
庇
護
を
受
け
た
も

の
の
、
一
六
○
○
年
、
伊
勢
の
九
鬼
氏
が

当
地
に
侵
攻
し
、
兵
火
で
寺
は
焼
失
。

   
本
堂
等
の
老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
二
十

四
年
、
蓮
台
寺
の
境
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

★
火
防
（
ひ
ぶ
せ
）
大
師

   

六
十
七
番
か
ら
約
一
・
○
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
名
鉄
常
滑
線
の
西
側
に
あ
る
の
が
六

十
八
番
、
龍
王
山
寶
藏
寺
。

   

六
十
六
番
と
同
じ
く
、
聖
徳
太
子
創
建

の
宮
山
金
蓮
寺
九
ヶ
寺
の
一
寺
が
縁
起
。

   

当
寺
の
大
師
像
は
「
火
防
大
師
」
と
し

て
名
高
く
、
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
堂

内
に
は
、
信
者
が
高
野
山
か
ら
持
ち
帰
っ
た

「
消
え
ず
の
燈
明
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
願
い
石

   

六
十
八
番
か
ら

約
○
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

再
び
名
鉄
常
滑
線
の
渡
る
と
六
十
九
番
、

宝
苑
山
慈
光
寺
。
知
多
市
に
入
り
ま
し
た
。

   

一
三
九
四
年
、
大
野
城
主
・
一
色
満
範

が
菩
提
寺
建
立
を
発
願
。
鎌
倉
円
覚
寺
の

清
源
和
尚
を
招
い
て
開
創
し
た
の
が
縁
起
。

境
内
に
は
満
範
と
清
源
和
尚
お
手
植
え
の

椎
の
老
木
二
本
が
並
び
ま
す
。

   

仏
師
春
日
定
朝
作
の
ご
本
尊
は
「
厄
除

観
音
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

弘
法
堂
前
の
「
願
い
石
」
の
細
長
い
穴

か
ら
大
師
像
を
覗
い
て
祈
願
す
る
と
願
い

が
叶
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
大
草
の
お
地
蔵
さ
ん

   

六
十
九
番
か
ら
ま
た
東
に
約
○
・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
七
十
番
は
摩
尼
山
地
蔵
寺
。

行
基
菩
薩
が
八
世
紀
に
開
い
た
と
伝
わ
る

古
刹
。
弘
法
大
師
が
彫
っ
た
ご
本
尊
は
「
大

草
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。

   

江
戸
時
代
の
享
保
年
間
、
お
竹
さ
ん
と

い
う
盲
目
の
女
性
が
七
日
七
夜
参
篭
。
お

告
げ
に
従
っ
て
井
戸
を
改
修
す
る
と
、
目

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
霊
験
が
伝
わ
り

ま
す
。

★
め
が
ね
弘
法

   

七
十
番
か
ら
東
へ
約
一
・
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
七
十
一
番
は
金
照
山
大
智
院
。

聖
徳
太
子
開
創
の
古
刹
。
十
五
世
紀
に
大

野
城
主
・
佐
治
為
永
の
祈
願
所
と
な
り
ま

し
た
。

   

当
院
の
身
代
大
師
像
は
別
名
「
め
が
ね

弘
法
」
。
一
八
六
○
年
、
目
の
不
自
由
な

老
翁
が
祈
願
す
る
と
快
癒
。
自
分
の
眼
鏡

を
大
師
像
に
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
境
内
に
は
用
済
み
に
な
っ
た
眼
鏡
を

納
め
る
「
め
が
ね
塚
」
も
あ
り
ま
す
。

★
梅
の
名
所
、
佐
分
里

来
月
は
五
札
所
が
密
集
す
る
佐
分
里
に
向

か
い
ま
す
。
梅
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

知多四国八十八ケ所霊場Map
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